
様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（1）ア　人と人とのつながりづくりの促進

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
身近な地域の中で、「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、「支え合い」を実
感できる状態

身近な地域の中で「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、「支え合い」が行わ
れるよう、人と人とのつながりを進める。

成果指標と目標値（アウトカム）
・身近な地域の中で、「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、「支え合い」を実
感している区民の割合
平成29年度までに 50％以上
（測定方法）
・無作為抽出した区民に対してアンケートを行い、肯定的回答の割合を算
出する。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・区民まつり」など区民参加型の様々な事業において「声かけ」、「見守
り」、「助け合い」、「支え合い」のきっかけづくりや人と人とのつながりを実
感できる取り組みの企画・立案を行う。

・身近な地域の中で、「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、「支え合い」を実
感している区民の割合
平成29年度までに 50％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・身近な地域の中で、「声かけ」、「見守り」、「助け合い」、「支え合い」を実
感している区民の割合：51.3％

具体的取組 【人と人とのつながりづくりの促進】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i)
課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

資料６ 



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（2）ア地域活動協議会を核とした自律した地域運営の支援

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
校区等地域において、様々な活動主体が協働し、その話し合いのもと合
意を形成し自ら地域課題の解決に取り組み、その情報発信に努めるな
ど、地域が自律的に運営されている状態

校区等地域において、地域団体、市民、NPO、企業など多様な活動主体
の参画のもとに形成された地域活動協議会が核となって、自律的に地域
運営を行えるよう様々な支援を行う。

成果指標と目標値（アウトカム）
・校区等地域において、様々な活動主体が協働し、その話し合いのもと合
意を形成し自ら地域課題の解決に取り組むなど、地域が自律的に運営さ
れていると感じている区民の割合
平成29年度までに　50％以上
（測定方法）
・無作為抽出した区民に対してアンケートを行い、「地域活動協議会を
知っている」と回答した区民に質問し、肯定的回答の割合を算出する。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・此花区まちづくりセンターを活用して自律した地域運営にかかる情報収
集を行い、地域活動協議会に提供することで、自律した地域運営につい
ての理解を深める。

・校区等地域において、様々な活動主体が協働し、その話し合いのもと合
意を形成し自ら地域課題の解決に取り組むなど、地域が自律的に運営さ
れていると感じている区民の割合
平成29年度までに 50％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・校区等地域において、様々な活動主体が協働し、その話し合いのもと合
意を形成し自ら地域課題の解決に取り組むなど、地域が自律的に運営さ
れていると感じている区民の割合：84.7％

具体的取組 【地域活動協議会を核とした自律した地域運営の支援】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（2）イ校区等地域を越えた多様な主体のネットワーク拡充の支援

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
校区等地域を越えたまちづくりに関する活動が、地域活動協議会をはじ
め地域団体や市民、NPO、企業など様々な活動主体の連携・協働により
進められている状態

校区等地域を越える様々な課題等について、地域団体、市民、NPO、企
業など多様な活動主体が連携し、広域的な対応も視野に入れ、互いに補
完しながら協働して取り組んでいくネットワークを拡充するための様々な
支援を行う。

成果指標と目標値（アウトカム）
・校区等地域を越えたまちづくりに関する活動が、地域活動協議会をはじ
め地域団体や市民、NPO、企業など様々な活動主体の連携・協働により
進められていると感じている区民の割合
平成29年度までに　50％以上
（測定方法）
・無作為抽出した区民に対してアンケートを行い、肯定的回答の割合を算
出する。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・各地域の地域活動協議会等が交流する場を活用し、校区等地域を超え
たまちづくりの課題に対する取組事例について検証を行い、広域的なネッ
トワークの必要性についての理解を深める。

・校区等地域を越えたまちづくりに関する活動が、地域活動協議会をはじ
め地域団体や市民、NPO、企業など様々な活動主体の連携・協働により
進められていると感じている区民の割合
平成29年度までに 50％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・校区等地域を越えたまちづくりに関する活動が、地域活動協議会をはじ
め地域団体や市民、NPO、企業など様々な活動主体の連携・協働により
進められていると感じている区民の割合：20.8％

具体的取組 【校区等地域を越えた多様な主体のネットワーク拡充の支援】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（3）ア地域資源が活用されやすい仕組みづくり

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
容易に地域資源情報を得ることができる仕組みがあり、様々な活動主体
に活用されている状態

地域や社会に存在する資源（人材、モノ、資金、地域情報など、以下「資
源」という）を可視化するとともに、ICTなど新たな手法の活用により潜在
する新たな資源の創出を進め、これらの地域資源が地域団体をはじめと
する多様な活動主体に活用されやすい仕組みづくりを行う。

成果指標と目標値（アウトカム）

―

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・区役所や此花区まちづくりセンターが把握している地域資源（人材、モ
ノ、資金、地域情報など）について、リストアップした情報をさらに充実させ
るとともに、リストの活用を促進するためＩＣＴ等のツールの活用を図る。

―

前年度までの実績
・平成27年度中に地域資源に関する情報が得られる仕組みを立ち上げ
た。

具体的取組 【地域資源が活用されやすい仕組みづくり】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（3）イ地域資源の循環による継続的な地域活動の促進

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
地域や社会の課題の解決やニーズへの対応に向けた取組みがビジネス
手法により継続的に展開されている状態

地域社会における課題の解決やニーズへの対応に向け、住民が進める
取組について、事業者のサービス提供手法(ビジネス手法)を取り入れ、
地域資源が循環する継続的な活動となるよう様々な支援を行う。

成果指標と目標値（アウトカム）
・地域社会における課題の解決やニーズへの対応に向け住民が新たに
取り組む継続的な活動（コミュニティ・ビジネス、ソーシャル・ビジネス）が
創出された件数
平成29年度までに　１件以上

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・コミュニティビジネスやソーシャルビジネスとなり得る地域の自主的な取
組の創出に向けた積極的な支援を行う。

・地域社会における課題の解決やニーズへの対応に向け住民が新たに
取り組む継続的な活動（コミュニティ・ビジネス、ソーシャル・ビジネス）が
創出された件数
平成29年度までに 1件以上
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・地域社会における課題の解決やニーズへの対応に向け住民が新たに
取り組む継続的な活動（コミュニティ・ビジネス、ソーシャル・ビジネス）が
創出された件数0件

具体的取組 【地域資源の循環による継続的な地域活動の促進】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（3）ウ地域資源の循環による継続的な地域活動の促進

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
コミュニティ・ビジネスやソーシャル・ビジネスの意義やメリットが理解さ
れ、本市の事務事業が社会的ビジネス化している状態

地域や社会における課題の解決やニーズへの対応に向け、本市が実施
している若しくは今後実施することになる事務事業について、コミュニティ･
ビジネス化、ソーシャル･ビジネス化を推進する。

成果指標と目標値（アウトカム）
・社会的ビジネス効果が見込まれる事務事業件数
平成29年度までに　１件以上

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・社会的ビジネス化の候補となり得る区の業務について、実現に向けた具
体的な検討を行う。

・社会的ビジネス効果が見込まれる事務事業件数
平成29年度までに　１件以上

【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・社会的ビジネス効果が見込まれる事務事業件数0件

具体的取組 【地域資源の循環による継続的な地域活動の促進】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（4）ア地域公共人材の充実と活用の促進

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
地域の活動において、地域公共人材や中間支援組織が活躍している状
態

地域における市民活動の振興に向けて、課題の抽出、それぞれの強みを
活かせる活動主体間の連携･ネットワークづくり、地域や社会の資源の橋
渡しなどのための調整を図り、活動主体間の話し合いを促す人材を充実
し、地域での活用を促進する。

成果指標と目標値（アウトカム）
・地域の活動において、ファシリテーション能力やコーディネート力などを
持った人材が活躍していると感じている区民の割合
平成29年度までに　50％以上
（測定方法）
・無作為抽出した区民に対してアンケートを行い、「地域活動に参加して
いる」と回答した区民に質問し、肯定的回答の割合を算出する。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・区や此花区まちづくりセンターにおいて把握している地域公共人材とな
り得る人材をリストアップし、その人材が活動できる場の情報を提供す
る。
・此花区まちづくりセンターを活用し、地域団体のリーダーを対象にファシ
リテーションやコーディネート能力の向上のための研修を実施する。

・地域の活動において、ファシリテーション能力やコーディネート力などを
持った人材が活躍していると感じている区民の割合
平成29年度までに 50％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・地域の活動において、ファシリテーション能力やコーディネート力などを
持った人材が活躍していると感じている区民の割合：10.4％

具体的取組 【地域公共人材の充実と活用の促進】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） １（4）イ中間支援組織の活用

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
多様な活動主体の課題やニーズに応じた支援が中間支援組織の活用に
より行われている状態

めざす姿の達成に向けて、多様な活動主体による取組が自律的に推進さ
れるよう、専門的なノウハウやネットワークを持つ中間支援組織を活用し
て、担い手の発掘・活用や資源の確保・情報提供、団体間の連携促進な
ど様々な支援を行う。

成果指標と目標値（アウトカム）
・多様な活動主体が課題やニーズに応じて中間支援組織から支援を受け
ていると感じている活動主体の割合
平成29年度までに　50％以上
（測定方法）
・団体にアンケートを行い、肯定的回答の割合を算出する。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・此花区まちづくりセンターに対し、中間支援組織としての機能を発揮する
よう指導する。
・その他の中間支援組織との連携強化に向けた検討を行う。

・多様な活動主体が課題やニーズに応じて中間支援組織から支援を受け
ていると感じている活動主体の割合
平成29年度までに 50％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・多様な活動主体が課題やニーズに応じて中間支援組織から支援を受け
ていると感じている活動主体の割合：92.9％

具体的取組 【中間支援組織の活用】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） 2（1）ア多様な区民の意見やニーズの的確な把握と区政情報の発信

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
・区役所が、区政会議をはじめ、様々な機会を活用して、区民の意見や
ニーズを的確に把握することにより、区の特性や地域実情に応じた施策・
事業を展開できている状態
・区役所が、区民に対して区政運営についての十分な情報を届け、理解
を得ている状態

表面化しにくいものも含めた多様な区民の意見やニーズを的確に把握す
るとともに、それらを踏まえた説明責任を果たす観点から区政に関する情
報が区民全体に届けられるようきめ細かな情報発信を行う。

成果指標と目標値（アウトカム）
① 区役所が、区政運営について区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合
② 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）の中に、区の特性や地域
実情に応じたものがあると感じる区民の割合
③ 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）に関して、あなたの必要と
する情報が伝えられていると感じる区民の割合
平成29年度までに　①60％以上　②60％以上　③60％以上
（測定方法）
・区役所の格付けとして、全ての区で、統一的手法のもと、無作為抽出し
た区民に対してアンケートを行う。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・区の広報紙やホームページに、「区民意見」や「区の特性、地域事情」の
施策事業への反映状況をわかりやすく掲載する。
・区政会議において課題を提案し、これに対する区民意見やニーズを聴
取し、施策・事業の実施や次年度の予算に反映していく。
・個別事業において実施するアンケートが、次の企画の立案に資するよう
検証を行う。

① 区役所が、区政運営について区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合
② 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）の中に、区の特性や地域
実情に応じたものがあると感じる区民の割合
③ 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）に関して、あなたの必要と
する情報が伝えられていると感じる区民の割合
平成29年度までに　①60％以上　②60％以上　③60％以上を達成できる
よう平成28年目標値をその2/3と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
① 区役所が、区政運営について区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合：31.3％
② 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）の中に、区の特性や地域
実情に応じたものがあると感じる区民の割合：25.7％
③ 区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）に関して、あなたの必要と
する情報が伝えられていると感じる区民の割合：32.4％

具体的取組 【多様な区民の意見やニーズの的確な把握と区政情報の発信】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） 2（1）イ区民の参画と協働による区政運営

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
・区役所が、区政運営について、様々な取組の企画・計画段階から、区
民との対話や協働を行うとともに、区民から受けた評価を改善につなげ
るなど、PDCAサイクルを適切に運用している状態。

区政会議などを活用し、区における施策や事業について、区民にその企
画･計画段階から参画していただくとともに、協働してこれに取り組み、そ
の成果について評価を得て改善につなげていく。

成果指標と目標値（アウトカム）
① 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの企画・計画段階において、区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合
② 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの終了時に意見を聴くなど、区民からの評価を受け、これらを区政運営
の改善につなげていると思う区民の割合
平成29年度までに　①60％以上　②60％以上
（測定方法）
・区役所の格付けとして、全ての区で、統一的手法のもと、無作為抽出し
た区民に対してアンケートを行う。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
【再掲】
・区の広報紙やホームページに、「区民意見」や「区の特性、地域事情」
の施策事業への反映状況をわかりやすく掲載する。
・区政会議において課題を提案し、これに対する区民意見やニーズを聴
取し、施策・事業の実施や次年度の予算に反映していく。
・個別事業において実施するアンケートが、次の企画の立案に資するよ
う検証を行う。

① 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの企画・計画段階において、区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合
② 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの終了時に意見を聴くなど、区民からの評価を受け、これらを区政運営
の改善につなげていると思う区民の割合
平成29年度までに　①60％以上　②60％以上を達成できるよう平成28年
目標値をその2/3と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
① 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの企画・計画段階において、区民の意見や要望を反映していると思う
区民の割合：32.9％
② 区役所が、区の様々な取組（施策・事業・イベントなど）について、それ
らの終了時に意見を聴くなど、区民からの評価を受け、これらを区政運営
の改善につなげていると思う区民の割合：21.8％

具体的取組 【区民の参画と協働による区政運営】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） 2（2）ア区における市政の総合窓口機能の充実

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
区役所が、区民から寄せられる日常生活に関する様々な相談や要望を
総合的に受け付け、個々の事案に応じて関係局等への連絡や指示を適
切に行うとともに、適切な機関や窓口を調べ、情報を提供したり、必要に
応じて自ら問い合わせを行い、状況を相談者等にフィードバックしたりす
るなど、区における市政の総合窓口としての役割を果たしている状態

区役所が、区民が抱える様々な課題に対して、その内容に応じて関係局
と連携して、責任をもって対応するなど、インターフェイス機能を拡充させ
区民に身近な総合行政の拠点として区民から信頼されるようにする。

成果指標と目標値（アウトカム）
・過去１年間に、区役所に日常生活に関する相談や要望を行った区民の
うち、区役所が、区における市政の総合窓口として、適切に対応したと思
う区民の割合
平成29年度までに　80％以上
（測定方法）
・区役所の格付けとして、全ての区で、統一的手法のもと、無作為抽出し
た区民に対してアンケートを行う。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性

- 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・区民からの相談内容を把握し、速やかに必要な情報を提供できるよう
「本市施策や他課業務の基本的な知識の習得」、「ICTを活用した情報検
索のスキルの向上」のほか、ＩＣＴを活用した情報検索の仕組みを検討す
る。

・過去１年間に、区役所に日常生活に関する相談や要望を行った区民の
うち、区役所が、区における市政の総合窓口として、適切に対応したと思
う区民の割合
平成29年度までに80％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・過去１年間に、区役所に日常生活に関する相談や要望を行った区民の
うち、区役所が、区における市政の総合窓口として、適切に対応したと思
う区民の割合：63.2％

具体的取組 【区における市政の総合窓口機能の充実】　

26決算額 - 27予算額

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)



様式２

円 円 円

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・快適で利用しやすい区役所となるよう、庁舎案内の改善を行う。
・顧客満足度の向上を目的に「サービス力強化プロジェクト」を実施し、区
役所のサービス力強化を図る。
・職員において正確・迅速な業務に資するため、どのようなスキルの向上
が必要か検討を行う。
・窓口サービス業務などの委託業者に対し、接遇のスキルアップを図るよ
う指導する。

① 区役所を過去１年間に訪れた区民のうち、来庁者への案内サービス
や窓口での応対が良いと感じた区民の割合
②　区役所来庁者に対する窓口サービスに係る民間事業者の覆面調査
員による調査（５点満点）での点数
平成29年度までに①80％、②3.5点以上を達成できるよう平成28年目標
値をその2/3と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
① 区役所を過去１年間に訪れた区民のうち、来庁者への案内サービス
や窓口での応対が良いと感じた区民の割合：94.4％
②　区役所来庁者に対する窓口サービスに係る民間事業者の覆面調査
員による調査（５点満点）での点数：3点

具体的取組 【庁内案内や窓口業務におけるサービス向上】　

26決算額 - 27予算額 - 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） 2（3）ア庁内案内や窓口業務におけるサービス向上

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
・区役所来庁者等に対する窓口サービスを向上させ、自治体トップレベル
のサービスを実現している状態

区民の皆さんが快適で利用しやすい区役所となるよう、庁舎案内の改善
や窓口での応対の向上を図るとともに、来庁者の声を適切に把握し改善
につなげる。

成果指標と目標値（アウトカム）
① 区役所を過去１年間に訪れた区民のうち、来庁者への案内サービス
や窓口での応対が良いと感じた区民の割合
平成29年度までに　80％以上
②　区役所来庁者に対する窓口サービスに係る民間事業者の覆面調査
員による調査（５点満点）での点数
平成29年度までに　3.5点以上
（測定方法）
① 区役所の格付けとして、全ての区で、統一的手法のもと、無作為抽出
した区民に対してアンケートを行う。
② 民間事業者の覆面調査員による調査（５点満点）

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性



様式２

円 円 円

自
己
評
価

取組実績 課題　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

業績目標の達成状況
改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

①：目標達成　　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
②：目標未達成　(ⅰ)取組は予定どおり実施　(ⅱ)取組を予定どおり実施しなかった
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性
○：有効
×：有効でないため見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

中
間
振
り
返
り

業績目標の達成状況 ①(i) 課題と改善策　　※左記に「②、③」、「×」がある場合は必須

―

①：目標達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
②：目標未達成(見込)　(ⅰ)取組は予定どおり進捗　(ⅱ)取組は予定どおり進捗していない
③：撤退基準未達成

戦略に対する取組の有効性 ○
○：有効
×：有効でないため取組を見直す
―：中間アウトカム未設定(未測定)

ア：有効であり、継続して推進
イ：有効でないため、戦略を見直す

課題　　※有効性が「イ」の場合は必須

アウトカムの達成状況

計
画

取組内容 業績目標（中間アウトカム）
・効果的・効率的な業務運営に向け、業務プロセスの検討を実施する。
・定例で開催している管理職員の会議を通じて、マネジメント力の向上
や、業務の連携を図る。

・効果的・効率的な業務運営に向け、区の実情や特性に応じて、区役所
の取組が進められていることを知っている区民の割合
平成29年度までに60％以上を達成できるよう平成28年目標値をその2/3
と設定する。
【撤退基準】
取組の進捗状況に応じて毎年内容の見直しを図る

前年度までの実績
・効果的・効率的な業務運営に向け、区の実情や特性に応じて、区役所
の取組が進められていることを知っている区民の割合：21.3％

具体的取組 【区民が納税者の視点で納得できる効果的・効率的な業務運営】　

26決算額 - 27予算額 - 28予算額 -

今後の対応方向　　※有効性が「イ」の場合は必須

Ａ：順調　Ｂ：順調でない

戦略の進捗状況
ａ：順調
ｂ：順調でない

前年度 個別 全体

「豊かな地域社会の形成に向けた区政運営基本方針」に掲げる
「めざす状態」の実現に向けての取組の方向性（基本戦略）に基づく

具体的な戦略及び取組並びにそれらの目標値（区運営方針に記載しているもの以外）
＜此花区＞

取組の方向性（基本戦略） 2（3）イ区民が納税者の視点で納得できる効果的・効率的な業務運営

計
画

めざす状態 戦略＜中期的な取組の方向性＞
・区役所の業務が効果的・効率的に運営されるよう様々な取組みが進め
られており、区民がそのことを知っている状態

区役所業務の運営について、業務プロセスの改善・事務の集約化などに
より、効果的・効率的なものとしていくとともに、区民にそのことを伝えてい
く。

成果指標と目標値（アウトカム）
・効果的・効率的な業務運営に向け、区の実情や特性に応じて、区役所
の取組が進められていることを知っている区民の割合
平成29年度までに　60％以上
（測定方法）
・区役所の格付けとして、全ての区で、統一的手法のもと、無作為抽出し
た区民に対してアンケートを行う。

自
己
評
価

戦略のアウトカムに対す
る有効性


